Sitosterol Monographs on Atherosclerosis, Vol. 10, O. J. Pollak D. Kritchersky, S. Karger, Basel, New York, 1981(BOOK REVIEW) by 藤岡,成徳 & FUJIOKA,Seitoku
〔らL 、〕L、ぶらり 
Sitosterol 

Monographs on Atherosclerosis 

10 1.Vo 
O. .TPollak and D. Kritchersky 
S. Karger，Basel，New York 1981 
シトステロール (ß-sitosterol) は植物に存在するステロ~/レであるが，本書は
その一般的な概念と臨床への応用について系統的に綜説したものである。最近
は周知のように保健思想の普及と商品宣伝などから， 医者以外の人まで植物性油
が高コレステロー/レ血症や動脈硬化の予防に有効であることが知られるようにな
り，植物性油よりなる加工食品が好んで用いられる傾向にある。 しかし，これま
でその背景となるシトステロールに関する栄養学的実験や治療研究を総合的，歴
史的にまとめた出版物はほとんどなかった。 Pollakらはこの本で900余の原著を
参照し，植物ステロール (phytosterol)と動物ステロー ノレ (zoosterol)の比較から
始めて， 植物性油やシトステロールの血柴コレステローノレ低下剤としての役割，
機序，応用まで 4章に分けて述べている。著者は， 1951年家鶏で大豆油のコレス
テローノレ低下作用が報告されると， シトステロールがヒトや家兎の高コレステロ
}ノレ血症に効果のあることを見出した人で，古くからのこの方面の研究者である。
植物ステローlレは各種クロマトグラフィーによる分離技術の進歩とともに明ら
かにされ，その主要なものはシトステロール， スティグマステローlレ(stigmaste-
rol)， カムペステロール(campesterol) などである。コレステロールの側鎖に
アlレキノレ基や不飽和結合のある特徴を有する。 これらは植物界のみでなく，原生
動物からヒトまで微量に存在し， コレステロールに変換する経路をもつものもあ
る。 ヒトでは合成はされない。シトステロールや不飽和脂肪酸が大豆， トウモロ
コシ， ベニバナなどから採られた植物性油中の血柴コレステロール低下作用をも
っ有効成分とされている。シトステロールのコレステロール低下機序は，腸管内
でコレステロ}ノレと結合して吸収を妨げたり， 溶解性や膜透過への影響， 細菌叢
の変化など種々の説がある。いずれにしても吸収抑制が主な作用で，肝内のコレ
ステロ~/レ合成や合成酵素活性はむしろ上昇することがある。シトステローノレそ
のものの吸収率は約 2%で， コレステロールの約50%と比べると著しく低く，排
地も速い。標識シトステロー/レを家鶏の卵黄嚢に、注射すると，肝，脳に集積し，
一部は赤血球にも検出される。
シトステローlレの臨床治験の報告例は1800例に達するが， 平均すると高コレス
テロール血症の血柴コレステローノレ値を10%程度低下させる効果があるという。
正常コレステロ~/レ値を低下させることはない。病因別では食餌性高コレステロ
ーノレ血症に有効で，本態性のもの， ネフローゼ，糖尿病などによる二次性のもの
には効果は不定で、ある。シトステロ-/レは 1日3g程度与え，効果は 2週間以内
に現われる。薬物というよりは天然産物なので、副作用は問題にならない。食餌で
は植物性の食物よりなるオリエンタ Jレ・フードがシトステロール・コレステロー 
Jレ比が高く，食餌性高コレステローノレ血症に対しては理想、的メニューである。本
書は文献によってはあまりに古典的なものまで丹念に拾っているので，結果が擢
列してあっても結論がはっきりしない部分もあり，最近の脂質代謝の進歩と関連
づけた論文にも乏しいが， シトステロー1レの基礎と臨床について， これまで、発表
された広範な資料をまとめて解説した貴重な本である。 c藤岡成徳〕
〔千葉医学， 58，370，1982) 
